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館林市制施行７０周年記念事業 

田山花袋記念文学館 第９回新収蔵資料展 

「大正五年ふたつの旅 ―信州高遠・奥州棚倉―」 
 

花袋が人生を振りかえった、大正五年の高遠・棚倉への旅 
 ■昭和６２年(1987)４月開館時の収蔵資料は、3,865点でした。 

３７年間で寄贈・購入などによって数は増え続け、令和６年 
(2024)１２月現在では10,958点にのぼります。 

■花袋に関する資料は、夜空に煌めく星と同様に、「今」とい 
う視点から見ると、その星々のいくつかは不思議なつながり 
を見せ、星座となってストーリーを描き出します。 

 ■本展では、当館の未公開・新収蔵資料を改めて確認すること 
でつながる、大正５年(1916)に花袋が記した信州高遠と奥州 
棚倉の“ふたつの旅”に焦点を当てました。 

■ひとつは、高遠にある「絵島の墓」に思いをよせた「伊那の 
旅」。もうひとつは、文学で身を立てる決意をした若き日の 
「棚倉の思い出」。高遠と棚倉における“ふたつの旅”で花袋が 
詠んだ歌は歌碑などとして残り、現在でも地元の人々に大切 
にされています。 

■本展は、当館学芸員が高遠と棚倉の地を実際に訪れ、文豪・ 
花袋の足跡を辿ってレポートするという新たな試みも行いま 
した。この新たな試みを通して田山花袋のもつ魅力を再発見 
するとともに、花袋の旅を追体験していただければ幸いです。 

 
≪田山花袋記念文学館 第９回新収蔵資料展「大正五年ふたつの旅 ―信州高遠・奥州棚倉―」≫ 

 ❖主催：館林市教育委員会 
❖会期：令和6年12月21日(土)〜令和7年2月24日(月・振替休日) 9:00〜17:00 ＊入館16:30まで 
❖会場：田山花袋記念文学館 企画展示室 〔〒370-0018館林市城町１番３号 電話0276-74-5100〕 
❖入館：有料＝入館料のみ ➡ 一般(個人２２０円／団体１１０円)、中学生以下無料 
❖展示解説会：1月5日(日)、2月2日(日) ＊各日14:00〜14:30 
❖休館：月曜(1月13日を除く)、祝日の翌日(1月14日(火)、2月12日(水)、 

年末年始休館(12月28日(土)〜31日(火)、1月1日(水)〜4日(土)) 
 ❖展示資料：約４０点   

おもな展示物＝花袋「山荘にひとりゐて」(大正5年)、花袋「伊那の旅」(大正5年)、 
       花袋の和歌「ゑにしなれや…」(大正5年)、花袋『日本一周(後編)』(大正7年)、 
       古沢友雄・田山録弥「両詞伯棚倉百勝詠歌」(明治26年)、花袋「小桃源」(明治28年) 

――*――*――*――*――*――*――*――*――*――*――*――*―*――*――*――*――*――*― 
【参考】 
 
 
 
 

 

 問合せ先  
館林市教育委員会 文化振興課 文化財係 
〒374-0018 群馬県館林市城町３-１ 
電話：0276-74-4111  FAX：0276-74-4113 
メール：bunka@city.tatebayashi.gunma.jp 
Ⅹアカウント：＠tayamakatai1213 

大正５年(1916)当時の花袋は４４歳。「中年の危機」を迎え、これ
までの自分、そして作家活動終盤に向けてのこれからの自分を
見つめ直す重要なターニングポイントにいました。 

⑴高遠にある「絵島の墓」 ⑵棚倉の「八槻都々古別神社」 
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